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したがって、 かつ の範囲に がある場合を除外して考察をおこなう3。
3 これは、 が連続的に変化し、もし が考察範囲外にある、つまり激しく上昇あるいは下落したとしても、
時間幅を短くとることによって、 を考察範囲内に収めることができると考えているといってよい。
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Ⅰ．(1) かつ (i)  
　　((1) かつ (i) )
Ⅱ．(1) かつ (ii)  
　　((1) かつ (ii) )
Ⅲ．(2) かつ (i)  
　　((2) かつ (i) ) 
Ⅳ．(2) かつ (ii)  











立場 （売り手： 、買い手： ）のプレーヤー集団の人数は 人とする。立場
のプレーヤーは、微小時間 の間に の確率で戦略の見直しをする。
したがって、微小時間 の間に戦略を見直すプレーヤー数は、 となる。以下では、
前節で示した売り手のパターン (1),(2)における のダイナミクス、買い手のパターン (i),(ii)に


















◦ ( ) の場合
◦ ( ) の場合
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◦ ( ) の場合
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したがって、 のダイナミクスについて以下の結論が得られる。
◦ ( ) の場合































2.2での検討を踏まえて、 から までの４パターンの動学を図4(a)から (d)に示す。
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図 6:  および  の推移（初期値： ）
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